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「ハ イ ピ ァ リ ァ ン 」 と 「ハ イ ピ ァ リ ァ ン

の 没落」 の同一性 と差 異性

(3)「ハ イ ピァ リァン」独 自の詩行 に つ いて そ の2

安 藤 幸 江

は じ め に

O.L.R.第18号 に 引 き続 き,こ の小論 では 「ハ イ ピァ リァン」 第2巻,

167-243行 を考察 す る。 ここは,サ ター ンの願 いに応えて,没 落 の苦 しみ

に喘 ぐタイタン達 にオー シアナスが慰め の言葉 を与 えるところであ る。 こ

のオー シアナ スの言葉 は,キ ーツの 人生観 及び芸術 観 を極め てよ く表 わ し

てい る点で重要 で,こ の詩 の流れの一頂 点 ともなってい る。

1.オ ー シ ア ナ ス の 役 割

海神 オー シアナ スは 、キー ツに よれ ば,"Sophistandsage"(Hyperion,

II,168)で あ る。 ここでの"sophist"と は,ギ リシア時代の ソフ ィス ト,

い わゆ る,詭 弁家 では な くて,語 の真 の意 味 でのphilosopher,「 愛 知者 」;

哲 学 者であ る。オー シアナスは哲学者 であ り,賢 人であ る。 キー ツにお い

ては,哲 学者や 賢人 こそが苦 悩す る者達 に人生上 の指針や慰め を与 えるこ

とがで きる。

『エ ンデ ィ ミオ ン』 では ,グ ロー カスは 厂心 配に疲 れた賢人」("that

care-wornsage,"III,290)と 称 され るだけで あるが,「 レイ ミア」に あっ

ては,アtロ ニア スは 厂賢人,私 の信頼 のおけ る案 内役 」("sage,my

trustyguide,"1,375)と して,賢 人の積極 的 な姿 が描か れてい る。 「バー

ガ ンデ ィー,ク ラレ ッ ト,ポ ー トよ,去 れ」 では,「 詩 人達 の父」 である

アポ ロに キー ツは 「ま じめな哲学」 を分 けて下 さい と頼 み,ア ポロを哲学

の神 として い る。 「没落」 では「確か に詩 人 は賢人で ある」("sureapoet

isasage,"1,189)。 キ ーツは オー シアナス に哲学 者,賢 人 として,タ イタ
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ン達 の苦 悩 を癒す役 割 を与 えた。実際に はその役 割 は果 され なか ったが。

キーツは 感覚 派の詩人 だ と評 され る。事実,1817年11月22日,友 人のベ

イ リーに 「理想 よりも感覚の生 活 を!」 と感覚 を求め る言葉 を吐 く。 「レ

イ ミア」 で は,冷 た く理性 的 な 「哲学 が 天使 の 翼 を切 る」("Philosophy

willclipanAngel'swings,"II,234)と 言 って,近 代科学 の進歩が 自然の

美 しさや 人 間の 自然に対 す る夢 を砕 ぐと批判 してい る。 しか し,自 分 自身

が感覚 的 で ある とい う認識が あ るためか,知 識や 哲学へ の憧 れ も非常 に強

い。 それは 手紙 の中に見 られ る。1818年5月3日,友 人の レイノル ズ宛書

簡 でキー ツは,人 生 を数 多 くの部 屋のあ る大邸宅 に喩 えてい るが,そ の二

つ の部屋 しか探索 で きず,後 は暗 く,ま るで霧 の 中に いる ように感 じる。

とこ ろが,ワ ー ズワースは この暗闇 を探索 で きるの である。彼は,人 間の

内面 生活や 自意識 の探索にお いて非常に優れ ていて,キ ー ツ達 を凌 ぎ,更

には,ミ ル トンよ りも深 い洞察 力があ る とキー ツは評価す る。 ミル トンは,

個 人 としては,ワ ー ズ ワー ス と同 じ ぐらいの力 を持 ってい るか も しれない

のに,ワ ー ズワー スの方が,哲 学者 として より深い 洞察 力が あるのは,時

代 の進歩 に伴 って人間の知性が進 歩 したため であ る とキー ツは解釈す る。

キー ツ達青年 も,生 きそ して考 え続けて ゆけば,人 間の 内面生活 を探 索で

きるで あろ うと明言 してい る。 この時点 よ り,キ ー ツは それ まで の感覚 に

頼 った生活 や詩作か ら思 想に重 きを置い た生活や 詩作へ と変 化 してゆ くよ

うに思 われ る。 そ してこの世 の苦 しみ,人 間の内面の苦悩へ と眼 を向 けて

ゆ く。

2.オ ー シアナ ス の慰 め

L 一赤裸裸な真実に耐えること

賢人,哲 学者 としてオー シアナスはどんな慰め をタイタン達に与えてい

るか。まず,彼 はタイタン達に敗北に満足しなければな らない理由を話す。

敗北に満足するとい うことは敗北に苦 しむ者にとっては酷なことである。

彼は真実の中に慰めを見い出すようにと言 う。彼 らの没落は自然の法則に
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よる もの であ って,雷 や ジュ ピターの力 に よる もの では ない と彼は語 る。

自然の法則は不変 の摂理,事 物の流れ とも言 うべ き もの で,避 け難 い もの

であ る。神々 とい えども,如 何 と もし難 い もの である。 この摂理,法 則 を

キー ツは 「永遠 の真理 」・と呼 ぶ。 この 「永遠の真理」 はサ ター ンの よ うな

高位 にあ る者 には見えず,オ ー シアナス の ような,私 利 私欲 を追 わ ない「無

私の心 の人」 にの み見 えるのであ る。 オー シアナ スは言葉 を続け る。

 ... to bear all naked truths 

And to envisage circumstance, all calm, 

That is the top of sovereignty, 

           (Hyperion, II, 203-5)
b

...総 て の赤裸 裸 な真 実に耐 え,

冷 静 に状況 に立 ち向か うこと,

それ が最 高の主権 である。

王位 を失 った こと,没 落 した こ とを嘆 き悲 しむ のではな く,こ の事実 を冷

静 に受 け とめ ることが王者 で あった者 として相応 しい こ とであ る。 ま さに,

世 を達 観す る(takethingslikeaphilosopher)の で あ る。

このオー シアナスの 厂赤裸 裸 な真実 に耐 え,状 況 に冷静 に立 ち向か う」

とい うのは,キ ー ツが1817年12月27日(?)に 弟 達 に宛て た手紙 の中 で語 っ

た'r消 極 的受容 力」"NegativeCapability"の 考 え の線 上 に位 置す る もの

であ って,キ ー ツの重 要 な人生観 であ る。 「消極的受容 力」 につ いて キー

ツは次の ように述べ て いる。

どんな特質 が特 に文学 にお いて優れ た仕 事 を した人 を形作 ってい るか

(シ ェー クス ピアが非 常に 多 く所 有 して いた特 質),と い うこ とが私の心

を打 った。私 は 「消極的受容 力」 の ことを言 って い るのだが,そ れは 人

が事実 や理 由 をい らい らと追い求め るのでは な くて,不 確 実や,神 秘や,

疑 惑 の 中に安 ん じて いるこ との でき る状 態で ある。

オーシアナスの言葉はこの 「消極的受容力」を言い変えたものであるが,

「総ての赤裸裸な真実に耐え,状 況に冷静に立ち向か う」 というのも含蓄
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の あ る言 葉 であ る。 もっ とも,こ れ を禁欲 的 な態度で ある と評 す る学者 も

い るが。1)キ ー ツは どんな不 幸に 出会 って も,そ の現実か ら逃 れ よ うとは

しな いで,現 実 その もの を直視 し,そ れに耐 えてゆ くこ とを良 し とす る。

キー ッ 自身,さ まざまな不幸 な目に会 いなが ら,自 分 を見失 わず,詩 人 と

しての精 進 を重ね た。彼は この世 を 「涙の谷」 と呼ば ないで,「 魂 を作 る

谷」 と呼 ん でい る。 この世 の辛い こ と,悲 しいこ と,総 てが その人間の 人

格 を鍛 え るのに役 に立つ と考 える。

オー シア ナスの説 くこの態度 をタイ タン達 は理屈 として は判・って も,そ

れ を納得 す る ことは で きない し,そ こか ら慰め を得 るこ ともで きない。 そ

れは,オ ー シアナ ス 自身,厂 無私の心 の人」 であ『り,個 性"identity"を

持 た ない神 で,キ ー ツの言葉 を借 りれ ば,「 天 才」"MenofGenius"の 側

に立つ神 であ り,こ れ に 対 して,没 落 した タイ タン達 は,固 有 の 自我

"properself"を 持
って いて,「 権 力者」"MenofPower"の{則 に立つ神 だ

か らで あ ろう。

天才 は...個 性 も決 まった性格 も持 たな い。私 は固有の 自我 を持 って

いる人間 の最 た る者 を権 力者 と呼ぶ 。

(1817年11月22日 ベ イ り一宛)

こ の 「ハ イ ピァ リァン」には,「 天才」 の側 に立つ神 と 厂権力 者」の側 に

立つ神 との対 比が描か れてい る。

3.永 遠 の法 則

オーシアナスの言 う永遠の法則,自 然の法則とはどのようなものであろ

うか。

 For 'tis the eternal law 

That first in beauty should be first in might. 

              (Hyperion, II, 228-9)

美 において一位 の者 は,権 力 にお いて も一位 であ るのが,

永 遠 の法 則で あ るか ら。
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オー シアナ スに よれば,美 と権力 は一体 で ある。私達 人 間界では,美 が必

ず しも権力 を持 つ とい うこ とは ないが,完 全 さ を目指 す神 の世 界に あ って

は,美 と権力 とは一体 と考 え るのが 自然で あろ う。

サ ター ンをは じめ とす る タイタン達 が没落 したのは,彼 らよ りも美 しい

者が 登場 したか らであ る。 キーツの言葉 に よれば,「 新 しい完全 な る者」

"freshperfection"の 出 現
,「 美にお いてよ り強 く,私 達 か ら生 まれ,私 達

を凌 ぐように運命づ け られ た力」("apowermorestronginbeauty,born

ofus/Andfatedtoexcelus,"II,223-4)の 出現 の ため であ る。 あたか も

タイタン達 が彼 らの父母 である暗黒 よ り美 しいが故に,こ の世 界 を支 配 し

たか のよ うに。

...美 に おい て

私達 よ り勝れ てお り,そ れ故 に

必ず この世 を支配す るもの たち。

キーツは よ り美 しい ものへ とこの世 界は進ん でゆ くと述べ てい る。 ダー

ウィ ンの 『種 の起 源』 が発表 された のは,1856年 で あ る。 この進化論 の40

年 程前 に,キ ー ツは世 界進化 と人間 の知性 の進歩 とを信 じて いた ようであ

る。 人間の知 性 の進 歩 は,先 に述べ たよ うに,ミ ル トンの時代 よ りもワー

ズワー スの時代の方 が,一 般大衆 の知性 は進 んで いる とす る ところに見 ら

れ る。結局,キ ー ツに よれ ば,世 界進化 の法 則は美 であ る。次に キー ツの

美につ いての考 え を見 たい。

           who do tower          . . . 

Above us in their beauty, and must reign 

In right there of. 

              (Hyperion, II, 226-8)

4.美 に つ い て

彼 の美 につ いて の考 えは,プ ラ トンの考 えに よ く似 てお り,ハ ズ リッ ト

の影響 を深 く受け てい るよ うであ る。



安 藤 幸 江115

プ ラ トンは 『国家』で,「 美 しい声 とか,美 しい色 とか,美 しい形 とか,

ま たすべ ての この種 の ものに よって形づ くられた作 品に愛着 を寄せ るけれ

ど も,ぐ 美〉 その もの の本性 を 見 きわめて これ に 愛着 を寄せ る とい うこ

とは,彼 らの精神 にはで きない」2)者 と,美 しい もの と共 に,「 〈美〉その

ものに まで到達 して,こ れ をそれ 自体 として観 得す るこ との できる者」3),

との 二者 を区別 してい る。 そ して前者 を 〈思惑 愛好者〉 とし,後 者 を 〈愛

知者 〉(哲学 者)と してい る。キー ツは 明 らかに後者 であ る。 そ して「〈美〉

その もの が確在す ることを信 じ,そ れ 自体 とそれ を分 け もってい るもの と

を,と もに観 て とる能 力 を もって」4)い る。言 いか えれば,個 々の美 しい

もの と,〈 美〉その もの との両 方 を観得 してい る。

まず,キ ー ツの美 しい ものへ の愛 と認識 につ いて。 『エ ンデ ィ ミオン』

冒頭 の有 名 な句,「 美 しい ものは永遠 に喜 びである」"Athingofbeauty

isajoyforever"に 代 表 され るよ うに,非 常に感覚 的で ある。 また,こ れ

はかな

らの持つ美 しさは儚い ものとして認識 される。

She dwells with Beauty  —Beauty that must die; 

                        (Ode on Melancholy, III, 1)

彼女 は美 死ななければな らない美 と共に住んでいる。

     Beauty cannot keep her lustrous eyes, 
. . . 

                       (Ode to a Nightingale, III, 29)

...美 もその輝 く瞳 を保 てない。

儚い命 ではあるが感覚の喜びである,こ のような美しいものに対す る愛

や憧れが,キ ーツの詩作の源である,と 彼は語る。

美 しい ものに対 して抱 いて い る憧 れ と愛着 のみか ら私 は書 くべ きだ と確

信 してい る。(1818年10月27日 ウ ッ ドハ ウス宛)

...私 は最 も羨 ましい人間 となるだろ う 美 しい ものに対 して私 は

熱望 の情熱 を抱いて いるのだか ら。(1818年10月24日 弟 夫妻宛)
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こういう考 えか ら,キ ー ッは感覚 派 の詩 人,唯 美主義 者 と言 われ るの であ る
。

彼 の美 その ものへ の愛情 も手紙に よ く表われて いる。

私 は大衆 に対 して 存 在す る如何 な るもの に対 して も些 かの謙虚 な気

持 も感 じるこ とはない が,永 遠 の存在,美 の原理 には(謙 虚 な気持

を)感 じる。(1818年4月9日 レイ ノル ズ宛)

「美 の原理 」 はキー ツの好 んで使 う言葉 であ るが
,こ れはプ ラ トンの 「美

その もの」,或 いは,「 美の イデ ア」 と同 じものであ る。別 の手紙 で も彼は

次の よ うに言 って いる。

私 はあ らゆ るものの 中にあ る美 の原理 を愛 して きた。

(1820年2月(?)フ ァニー ・ブ ロウ ン宛)

この 「美の原理」 をキー ツは 「あ らゆる ものの中に存在 す る美 に対 して私

が抱 く力強い抽象 的考 え」(1818年10月24日 弟 夫妻宛)と も言 う。 「美

に対す る愛 」 をキー ツは終生変 わ らず強 く持 ち続 けた。 「美に対す る愛」

は 「美意識 」"senseofBeauty"と 同 じ もの と考 えて よい と思 うが,「 美

意 識」 は偉大 な詩人に とって重 要 であ る。

偉大 な詩 人において美意識 は総て の他 の思 考 を圧倒 す る。む しろ,総 て

の思考 を抹殺す る。(1817年12月31日 ヘ イ ドン宛)

キー ツは美 そあ もの を真理 と同一 の もの とす る。

想像 力が美 として把 え るもの が,真 理 であ るに ちが いない。

(1817年11月22日 ベ イ リー宛)

こ の言葉に あ るように,美 その もの の認 識に あた って,プ ラ トン とは異な

り,「 想像 力」 の働 きを主張 してい る ところに,ロ マ ン主義の詩 人 として

の面 目が窺 われ る。

美 と真理 を同一 とず る考 え方 を示 す表現 は他 に もあ る。

どん な真理 も,そ の美 を明確 に認識 しない限 り,信 じるこ とは できない。

(1818年12月31日 弟 夫 妻宛)



安 藤 幸 江117

厂ギ リシ ャの壺 のオー ド」 で壺 に語 らせ る
,キ ー ツの真 髄 と言 われ る有名

な言葉

 ̀ Beauty is truth
, truth beauty'  —  that is all 

Ye know on earth, and all ye need to know . 

                  (Ode on a Grecian Urn, 49-50)

厂美は真理 ,真 理は美」 あなた方が地上で

知 っているのは,そ して知 る必要があるのはそれだけだ。

この美 と真理 を同一 とす るキー ツの見地 は ,コ ール ドウェルが指摘 して

いる ように,ハ ズ リッ トの影 響 を受け た もの であ る。5)キ ー ツはハ ズ リッ

トの著書 を幾冊 か持 っていた し,彼 の講演 に も出かけ,彼 と散 歩 をし,食

事 を共 に した。ハ ズ リッ トは次の ように述べ ている。 「本 当の芸術 家に と

って,真 理,自 然,美 は同 じものの異 なった名前 であ る」。6)厂 真理 と美の

純 粋な鏡」7),「 見 つけ られ る所 では,私 達 は真理 と美 を探 し求め る」。8)

こ の よ うに,ハ ズ リッ トにお いて美 と真理 は同一 の もの として一緒 に論述

され る。

「美は真理 であ る
」 とい う思想は,キ ー ツの詩 人 として,人 間 として の

全成長 にお いて重要 な意 味 を持つ信条 であ る。 プ ラ トンやハ ズ リッ トの影

響 の跡 が看 取 されるのは確か であ るが,キ ー ツはそれ らを彼 な りに消化 し,

自分 の言葉 で機会 あ るご とに表現 してい る。 この事実 は,彼 が感覚 派の詩

人 であったばか りで な く,知 性 派の詩 人で もあったこと,或 いは そ うな るよ

うに努力 してい たこ とを,示 している。プ ラ トンの定義 に従 えば,キ ー ツ

は 「愛知者」,「哲学 者」 であ ると言 える。

お わ りに

美その もの とそれ を分か ち もってい る個 々の美 との両方 を観得 してい る

哲学 者の立場 を,キ ー ツは,「 ハ イピァ リァン」 ではオー シアナ スに与 え

ている。そ して彼 に 自己 の人生観 を語 らせ てい る。 こ うして,オ ー シアナ
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スはキー ツの知 性的 な面 の代 弁者 であ る と言 え よう。
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